
議案
颯
爽

自
民

公
明

さ
が
み

立
民

維
新

羽
生
田

今
宮

小
林

一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

市長等の報酬改定 × ○ ○ ○ ○ × × × ○

議員の報酬増額　 × ○ ○ ○ ○ × × × ×

議員定数の削減 × × × ○ × ○ × ○ ×

子育て応援条例　　 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

特別市の早期法制化 × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

採決が分かれた主な議案・陳情

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

の
も
と
よ
し
み
通
信

緊
縮
財
政
か
ら
一
転
︑
建
設
債
を
発
行
し
︑
積
極
財
政
へ

緊
縮
財
政
を
求
め
て
き
た
行
財
政
構
造
改

革
プ
ラ
ン
（
以
下
、
改
革
プ
ラ
ン
）。
財
政
見

通
し
が
大
き
く
は
ず
れ
て
大
幅
な
黒
字
が
続

き
、
昨
年
３
月
に
策
定
し
た
第
2
期
改
革
プ

ラ
ン
を
1
年
で
廃
止
。
2
0
2
5
年
度
予
算

は
、
建
設
債
を
積
極
的
に
活
用
し
た
ハ
ー
ド

整
備
や
ま
ち
づ
く
り
、
数
々
の
新
規
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
、
積
極
財
政
へ
と
舵
が
切
ら
れ

ま
し
た
（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）。

こ
の
方
針
転
換
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
議

論
や
判
断
が
あ
っ
た
の
か
。
職
員
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
代
表
質
問
と
委
員
会
で
の
質
疑
な

ど
か
ら
、
財
政
運
営
の
矛
盾
、
社
会
課
題
と

政
策
の
ず
れ
、
市
民
の
声
の
軽
視
、
長
期
的

視
点
の
欠
如
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

改
革
プ
ラ
ン
で
決
定
し
た
重
度
障
害
者
等
福

祉
手
当
や
南
市
民
ホ
ー
ル
の
廃
止
を
強
行

し
、
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
も
な
い
ま
ま
、
市
長

と
議
員
の
報
酬
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

超
高
齢
化
社
会
、
人
材
不
足
、
気
候
危
機
、

自
然
災
害
等
、
課
題
は
山
積
み
で
す
。
行
政

だ
け
で
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
を
は
じ

め
、
多
様
な
主
体
と
協
働
し
、
対
応
し
て
い

く
に
は
、
市
政
の
透
明
性
を
高
め
、
職
員
の

意
識
改
革
と
組
織
風
土
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。
粘
り
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

7月議会の日程

5月29日（木） 本会議（提案説明）

6月6日（金）、9日（月） 本会議（代表質問）

 11日（水）～17日（火） 各常任委員会

 26日（木）～30日（月） 本会議（一般質問）

7月1日（火） 本会議（採決）

※市のホームページから中継や録画をご覧いただけます。

第52回相模原市民桜まつり　4月5日、6日の観客数は延べ50万人

第53回　のもとよしみの議会報告会

相模湖公民館
10時～12時
城山公民館
14時～16時　

 日にち  
5月24日（土）

25年度予算は、通信では紹介しき
れない内容が盛りだくさん！市議会
や市政について、気になるあれこれ
もみなさんとお話できたらと思いま
す。どなたもお気軽におでかけくだ
さい。お待ちしています！

予算の中身と気になるあれこれ 参加費無料

2025年4月
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相
模
原
市
議
会
議
員

颯さ
っ

爽そ
う

の
会



投資的経費
建設費

2020 2021 2022 2023 2024 2025

建設債と投資的経費の推移
単位（億円）

単位（億円）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

建設費 131 85 88 118 162 261

218

218

148 151

184

252

373

2020 2021 2022 2023 2024 2025

148 151 184 252 373投資的
経費

ロ
ン
グ
滑
り
台
に
４
億
４
千
万
円

施
策
の
優
先
順
位
は

25
年
度
は
、
子
育
て
応
援
公
園
と
し
て
、

淵
野
辺
公
園
の
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
（
約

1
億
73
百
万
円
）
と
相
模
大
野
中
央
公
園
の

水
景
施
設
改
修
（
1
億
46
百
万
円
）
に
加
え
、

24
年
度
〜
26
年
度
の
計
画
に
な
か
っ
た
、
相

模
原
麻
溝
公
園
へ
の
ロ
ン
グ
滑
り
台
の
設
計

費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
滑
り
台
の
総
事
業

費
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
約
4
億
4
千
万
円
で
、

維
持
管
理
費
や
費
用
対
効
果
の
検
証
は
行
っ

て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
。
優
先
順
位
の

考
え
方
を
尋
ね
て
も
、
他
の
自
治
体
で
大
人

気
の
遊
具
で
、
効
果
的
と
考
え
た
と
の
答
弁

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
、
子
育
て
世

代
が
求
め
て
い

る
の
は
、
経
済

的
、
身
体
的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減
で
す
。

滑
り
台
は
楽
し
い
遊
具
で
し
ょ
う
が
、
優
先

す
べ
き
事
業
で
し
ょ
う
か
。
少
子
化
が
加
速

し
て
い
る
深
刻
な
事
態
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
費
用
対
効
果
や
既
存
の
遊
具
や
施
設

の
改
修
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら
、

総
合
的
に
判
断
す
る
よ
う
、
求
め
ま
し
た
。

重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当
の
廃
止

4
割
が
影
響

改
革
プ
ラ
ン

で
段
階
的
な
廃

止
を
決
定
し
た

標
記
事
業
。
月
額
5
千
円
、
年
間
6
万
円
の

支
給
は
、
本
年
４
月
か
ら
半
額
に
、
来
年
10

月
に
は
な
く
な
り
ま
す
。
昨
年
度
、
市
が
受

給
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
送

付
の
約
半
数
か
ら
回
答
が

あ
り
、
39
.
4
％
の
方
が

「
手
当
廃
止
に
伴
い
生
活
が

成
り
立
た
な
い
」
と
答
え
た

こ
と
が
判
明
。
割
合
か
ら

約
1
万
人
に
相
当
し
ま
す
。

市
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
自
ら
相
談
し
な
い
と
取
り
残
さ
れ
、
相

談
し
て
も
必
要
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
な
け
れ

ば
、
救
済
さ
れ
ま
せ
ん
。
早
急
に
対
象
者
の

生
活
状
況
を
把
握
し
、
給
付
を
含
め
た
支
援

策
を
メ
ニ
ュ
ー
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、

対
象
人
数
が
約
2
万
4
千
人
と
多
く
、
一
斉

に
ア
プ
ロ
ー
チ
は
困
難
で
、
手
帳
の
更
新
時

期
な
ど
に
把
握
に
努
め
た
い
と
の
こ
と
。
こ

れ
で
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
市
政
と
言

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
応
援
条
例
に
異
議
あ
り

「
結
婚
」
へ
の
価
値
観
や
家
族
の
カ
タ
チ

は
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

子
育
て
世
代
の
応
援
だ
け
で
な
く
、
結
婚
を

希
望
す
る
人
の
応
援
も
規
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
結
婚
と
出
産
を
結
び
つ
け
る
価
値
観
を

押
し
付
け
た
り
、
事
実
婚
や
子
ど
も
を
持
た

な
い
選
択
を
し
た
市
民
、
結
婚
せ
ず
に
子
ど

も
を
育
て
る
市
民
な
ど
を
疎
外
し
た
り
す
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
し
て
い
な
い
理
由
で
最
も
多

か
っ
た
の
が
、「
適
当
な
相
手
に
巡
り
合
わ

な
い
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
婚
活
事
業

を
行
う
そ
う
で
す
が
、
単
に
出
会
い
の
機
会

が
な
い
だ
け
で
な
く
、
背
後
に
経
済
的
、
社

会
的
、
心
理
的
な
要
因
が
あ
り
、
そ
う
し
た

根
本
的
な
問
題
の

解
決
こ
そ
、
市

が
行
う
べ
き
こ

と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
条
例
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
寄
せ
ら
れ
た
、
妊
娠
や
子
育
て
へ
の
切
実

な
声
に
向
き
合
い
、
１
つ
１
つ
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
、
安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
に
つ

な
が
り
ま
す
。
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
、

実
効
性
の
あ
る
条
例
に
す
べ
き
と
指
摘
し
、

条
例
に
反
対
し
ま
し
た
。

市
民
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
に
予
算
減

家
庭
ご
み
で
一
番
量
が
多
い
の
が
生
ご
み

で
す
。
ご
み
減
量
の
た
め
、
市
は
生
ご
み
処

理
容
器
の
購
入
に
助
成
し
て
い
ま
す
が
（
上

限
額
2
千
円
、
1
／
2
補
助
）、
こ
こ
数
年
、

上
半
期
で
予
算
が
な
く
な
り
、
募
集
を
停
止

す
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

前
年
度
よ
り
予
算
が
減
額
に
。
理
由
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
前
年
度
の
倍
額
を
予
算
要
求
し

た
が
、
削
ら
れ
た
と
の

こ
と
。
全
庁
で
事
業

の
意
義
を
理
解
し
、
予

算
措
置
を
行
う
よ
う
、

求
め
ま
し
た
。

3
月
議
会
報
告

代
表
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
環
境
経
済
委
員
会



十
分
な
議
論
も
な
く
意
見
書
提
出
へ

6
月
に
委

員
が
誰
も
発

言
せ
ず
終
わ

っ
た
「
大
都
市

制
度
に
関
す

る
特
別
委
員

会
」。
12
月
の
委
員
会
は
、
職
員
の
説
明
と
２

人
の
委
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
特
別
市
の
早

期
法
制
化
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
提
案
す

る
こ
と
に
。
開
催
時
間
は
わ
ず
か
18
分
ほ
ど
。

現
在
の
指
定
都
市
制
度
は
、
県
と
市
の
二

重
行
政
や
税
制
上
の
問
題
な
ど
数
々
の
課
題

が
あ
り
、
国
に
早
期
解
消
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
改
善
し
ま
せ
ん
。
特
別
市
は
、
県
か
ら

自
立
し
、
権
限
も
財
源
も
市
に
一
本
化
す
る

新
た
な
制
度
で
、
横
浜
市
や
川
崎
市
が
法
制

化
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
市

は
、
指
定
都
市
に
な
っ
て
県
か
ら
移
譲
さ
れ

た
事
務
へ
の
対
応
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
財

政
力
等
の
面
で
も
自
立
に
は
課
題
が
あ
り
、

特
別
市
の
早
期
法
制
化
を
求
め
る
必
然
性
が

あ
る
の
か
疑
問
で
す
。

市
議
会
と
し
て
、
本
市
に
と
っ
て
の
特
別

市
の
意
義
や
課
題
、
横
浜
市
と
川
崎
市
が
特

別
市
に
な
っ
た
場
合
に
2
市
が
抜
け
た
後
の

県
政
や
市
政
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
等
を
検
証
し
、
市
民
に
説
明
責
任

も
果
た
し
な
が
ら
、

慎
重
に
判
断
し
、

態
度
を
表
明
す
べ

き
で
す
。
十
分
な

協
議
も
な
く
、
意
見
書
を
出
す
の
は
、
無
責

任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
会
派
を
代
表
し

て
質
疑
を
行
な
い
、
総
務
省
が
設
置
し
た
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
夏
頃
に
ま
と
め
る
報

告
を
待
っ
て
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
必
要
な

対
応
を
す
べ
き
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
ま

し
た
。

議
員
定
数
削
減
よ
り
も
議
会
改
革
を

2
会
派
と
無
所
属
議
員
か
ら
、
議
員
定
数

を
46
か
ら
43
に
削
減
す
る
議
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
定
数
は
、
た
だ
減
ら
せ
ば
い
い
わ
け

で
は
な
く
、
合
併
の
経
緯
や
市
の
特
性
、
多

様
な
意
見
の
反
映
な
ど
の
視
点
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
報
酬
や
政
務
活
動
費
等
も
合
わ
せ
て

結
論
を
出
す
べ
き
で
す
が
、
協
議
の
場
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
市
長
や
議
員
の

報
酬
の
増
額
に
賛
成
し
な
が
ら
、
財
政
負
担

の
軽
減
を
主
張
す
る
提
案
者
に
も
矛
盾
を
感

じ
ま
す
。

定
数
を
49
か
ら
46

に
し
た
2
0
1
4

年
度
は
、
相
模
原

市
議
会
基
本
条
例
を

施
行
し
た
年
で
、
市
議
会
の
め
ざ
す
べ
き
姿

や
議
員
の
職
責
等
を
共
有
し
た
上
で
、
議
会

運
営
協
議
会
だ
け
で
も
7
回
の
協
議
を
行

い
、
結
論
を
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
議
員
間
の
討
議
は
低
調
に
な

り
、
委
員
会
も
充
実
ど
こ
ろ
か
、
短
時
間
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
風
潮
が
あ

り
ま
す
。
改
め
て
議
会
基
本
条
例
に
立
ち
返

り
、
必
要
な
議
会
改
革
に
つ
い
て
公
開
の
場

で
協
議
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い

く
べ
き
と
反
対
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

津
久
井
地
域
の
バ
ス
路
線
統
廃
合
へ

昨
年
6
月
、
運
転
士
不

足
を
理
由
に
、
神
奈
中
か

ら
バ
ス
路
線
統
廃
合
の
協

議
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
三
ケ
木

以
西
、
来
年
度
は
三
ケ
木

以
東
も
含
め
た
津
久
井

3
地
区
が
対
象
で
す
。

市
は
、
相
模
湖
駅
〜
三
ケ
木
の
2
路
線
は
残

し
、
そ
れ
以
外
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
へ
の
転

換
を
検
討
中
で
、
10
月
頃
か
ら
実
証
運
行
を

始
め
る
予
定
で
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
や
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
等
の
移
動
手
段
は
、
利
用
者
だ
け
で

な
く
、
利
用
で
き
て
い
な
い
住
民
も
含
め
て

ニ
ー
ズ
調
査
や
検
証
を
行
い
、
費
用
対
効
果

の
高
い
手
段
を
選
ん
で
工
夫
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
加
賀
市
で
は
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
し
、
時
刻

表
と
運
行
エ
リ
ア
を
廃
止
。
営
業
時
間
内
は

い
つ
で
も
、
市
内
の
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
で
も

行
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ー
バ

ー
社
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

も
導
入
。
本
市
も
検
討
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

様
々
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

津
久
井
地
域
の
診
療
所

再
編
へ

市
は
、
6
つ
の
診
療
所
を
3
つ
に
再
編
し
、

医
師
2
名
体
制
に
し
て
訪
問
診
療
等
を
充
実

さ
せ
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
ず
は
、
来
年
4

月
か
ら
青
野
原
と
藤
野
の
診
療
所
を
市
立
か

ら
国
保
診
療
所
に
し
て
、
千
木
良
診
療
所
は

来
年
度
末
で
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
過
疎
に
な
る
と
い
う

強
い
懸
念
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
通
院
手

段
な
ど
へ
の
不
安
を
抱
く
地
域
住
民
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

不
安
や
課
題
を
１

つ
１
つ
取
り
除
き
、

安
心
で
き
る
医
療

体
制
に
す
る
よ
う
、

求
め
ま
し
た
。



問い合わせ先
健康増進課　 042-769-8322

がん患者の方への支援

がん患者ウィッグ等購入費助成事業

若年がん患者在宅療養支援事業

対象

助成金額　

①ウィッグ（毛付き帽子、帽子、材料費等を含む）
②補整下着、補整パッド、
　乳房・乳頭・鼻・耳等の補整用人工物

①②それぞれに購入金額の1/2 上限3万円

40歳未満で、在宅介護サービスを必要とする方

①訪問介護　②訪問入浴介護　
③福祉用具の貸与・購入

助成金額　
最大５万４千円/月
（利用料の9割程度）

ご存じですか？

対象

対象サービス

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
通
学
に
助
成

不
登
校
の
児
童

生
徒
が
増
え
続
け
て

お
り
、
学
校
に
限
ら
な
い
多
様
な
学
び
の

場
の
保
障
や
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
等
に
通
う
子
ど
も
が
い
る
家
庭
へ
助

成
が
始
ま
り
ま
す
。
上
限
額
は
月
額
２
万

円
。
市
立
小
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
生
徒
が
対
象
で
す
。
通
学

先
の
条
件
や
申
請
方
法
等
は
、
夏
以
降
に

市
の
広
報
等
で
周
知
さ
れ
、
申
請
後
に
4

月
ま
で
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
で
﹁
ふ
れ
あ
い
収
集
﹂

ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
等
を
対
象

に
、
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
と
見
守
り
を

行
う
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」。
3
地
区
（
津

久
井
、
大
野
北
、
東
林
）
で
モ
デ
ル
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
要
介
護
２
以
上
の
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
、
身
体
１
・
2
級
、

療
育
A
1
・
A
2
、
精
神
１
級
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
、
親
族
や
近
隣
住
民
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
ど
、
対
象
条
件

が
あ
り
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
を
検

証
し
、
27
年
度
か
ら
全
市
に
広
げ
て
い
く

予
定
で
す
。

実
現
し
ま
し
た
！

● 公式ウェブサイト https://nomotoyoshimi.com/●のもとよしみ事務所 〒252-0171　神奈川県相模原市緑区与瀬1309-1
TEL 042–682–6301 FAX 042-682-6302
E-mail iki-iki-nonohana@nifty.com

のもとよしみ 相模原市議会議員
 nomoto_ yoshimi

稼
げ
る
公
共
施
設
へ
第
1
歩

い
や
し
の
湯
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設
置
へ

森
林
資
源
の
活
用
と
林
業
の
振

興
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
、

同
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
す
る
よ
う
、

求
め
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
課
題

を
乗
り
越
え
、
い
よ
い
よ
工
事
へ
。

い
や
し
の
湯
は
、
来
年
1
月
6
日

ま
で
休
館
し

ま
す
。
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
を
お

楽
し
み
に
！

営
利
目
的
の
利
用
で
も
、
低
料

金
で
貸
し
出
し
て
い
た
公
共
施
設
。

「
稼
げ
る
公
共
施
設
」
に
す
る
た

め
、
期
限
を
決
め
て
早
期
に
使
用

料
を
見
直
す
よ
う
、
求
め
て
い
ま

し
た
。
3
月
議
会
で
条
例
が
改
正

さ
れ
、
本
年
5
月
以
降
、
建
築
物

は
6
万
円
／
日
、
そ
れ
以
外
は

2
万
4
千
円
／
日
に
。
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
や
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
地
域
振

興
や
改
修
等
の
財
源
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

大島団地公園
剪定前と後

要請していた
道路の舗装が完了！
@若葉台

青野原グラウンドの
トイレ様式化

稼
げ
る
公
共
施
設
へ
第
1
歩

い
や
し
の
湯
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー




